
１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：有 

 ※業績予想の修正の詳細につきましては、［添付資料］Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績

予想に関する定性的情報」をご覧下さい。なお、通期の業績予想につきましては、平成23年３月期第２四半期決算発

表時（11月上旬）に公表する予定です。 
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  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  55,205  21.3  3,377  497.9  3,627  326.3  3,986  711.5

22年３月期第１四半期  45,528  △30.8  564  △71.9  850  △71.0  491  △47.0

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  29  25  －

22年３月期第１四半期  3  60  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  206,992  47,091  21.2  321  41

22年３月期  205,140  47,232  21.5  323  92

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 43,809百万円 22年３月期 44,151百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －  0 00 － 5 00  5  00

23年３月期  －

23年３月期（予想）  0 00 － 5 00  5  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  105,000  12.6  4,500  370.7  5,000  221.8  4,500  713.7  33  01

通期  －  －  －  －  －  －  －  －  －



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「２．その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規    ―    社 （社名）                        、除外    ―    社  （社名） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続を実施中です。

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に掲載している業績の予想は、当社が本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき合理的と判断し
たものであり、潜在的なリスクや不確実性を含んでおりますので、実際の今後の業績は、様々な要因の変化によっ
て、記載の予想とは大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項につきましては［添付資料］Ｐ．３
「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 140,331,565株 22年３月期 140,331,565株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 4,027,088株 22年３月期 4,025,393株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 136,305,308株 22年３月期１Ｑ 136,317,774株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期における世界経済は、前年後半からの新興国を中心とした緩やかな景気回復基調が継続し、自動

車市場も堅調に推移しております。一方、原材料の高騰、急激な円高、高失業率継続など先行き不透明な状況も

続いております。国内におきましては、引き続き政府の景気刺激策が継続されておりますが、円高傾向、失業率

の高止まり、消費の低迷など、先行き楽観を許さない状況が続いております。 

このような状況の中、当社は「抜本的構造改革」の活動を継続するとともに、中期的な成長を果たすための諸

活動に、全社一丸となって取り組んでまいりました。 

その結果、これらの活動の成果と自動車市場の回復を主因として、当第１四半期連結会計期間における売上高

は55,205百万円（前年同期比21.3％増）、営業利益は3,377百万円（前年同期比497.9％増）、経常利益は3,627百

万円（前年同期比326.3％増）、四半期純利益は3,986百万円（前年同期比711.5％増）となりました。 

【自動車機器事業】  

自動車機器事業においては、世界同時不況の影響を受けていた前年同期に比べ、中国・インド等の新興国の順

調な市場拡大と、主力の米州・欧州の自動車市場の回復を背景に、拡販活動の強化によって円高による為替影響

を上回る販売増を達成し、増収となりました。 

利益面では、増収効果と原価低減の成果により、前年同期に比べ大幅な増益となりました。  

その結果、売上高は37,416百万円、営業利益は2,953百万円となりました。  

【流通システム事業】  

店舗システム事業においては、市場及び顧客の状況を含め、依然として厳しい環境にあるものの、環境を軸と

したシステム、サービスの積極的提案と展開を実施した結果、前年同期に比べ増収となりました。 

ベンディングシステム事業においては、国内市場で、領域拡大を積極的に展開してきた成果と、主要顧客に投

資回復の兆しがみられたことにより、前年同期に比べ増収となりました。 

利益面では、増収効果及び生産性向上への取り組み成果により、前年同期に比べ増益となりました。  

その結果、売上高は15,896百万円、営業利益は683百万円となりました。  

【その他の事業】  

その他の事業の売上高は1,892百万円、営業損失は260百万円となりました。  
  
（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況  

当第１四半期連結会計期間における総資産は、前連結会計年度末に比べて1,851百万円増加し、206,992百万円

となりました。 

〔資産の部〕 

流動資産は、現金及び預金の増加4,342百万円、受取手形及び売掛金の増加1,239百万円を主に、5,861百万円増

加し、118,930百万円となりました。固定資産は、4,009百万円減少し、88,061百万円となりました。これは、投

資の選択と集中の継続及び為替変動の影響を主に有形固定資産が3,425百万円減少したことによるものです。 

〔負債の部〕 

流動負債は、支払手形及び買掛金の増加4,010百万円を主に4,302百万円増加し、88,861百万円となりました。

固定負債は、長期借入金の減少1,308百万円、繰延税金負債の減少619百万円を主に2,310百万円減少し、71,039百

万円となりました。その結果、負債合計は1,992百万円増加し、159,901百万円となりました。 

〔純資産の部〕 

純資産合計は、当期純利益3,986百万円により利益剰余金が増加しましたが、為替換算調整勘定の減少3,594百

万円等により140百万円減少し、47,091百万円となりました。 

②キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ4,331百万円増加

し、28,432百万円となりました。 

〔営業活動によるキャッシュ・フロー〕  

営業活動によるキャッシュ・フローは、6,668百万円（前年同期比8,929百万円の収入増）の資金を創出しまし

た。主な要因は、税金等調整前四半期純利益4,598百万円、減価償却費2,265百万円等であります。 

〔投資活動によるキャッシュ・フロー〕 

投資活動によるキャッシュ・フローは、772百万円（前年同期比11百万円の支出減）の資金を使用しました。主

な要因は、有形固定資産の取得955百万円であります。 

〔財務活動によるキャッシュ・フロー〕  

財務活動によるキャッシュ・フローは、828百万円（前年同期比4,187百万円の支出増）の資金を使用しまし

た。主な要因は、短期借入金の増加2,071百万円、長期借入金の返済1,984百万円、配当金支払679百万円でありま

す。  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（３）連結業績予想に関する定性的情報 

主力の欧米の市場回復及びアジア地域の新興国の順調な市場拡大による自動車機器事業の販売増加、国内及び

中国における流通システム事業の販売増加により、平成23年３月期第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日

から平成22年９月30日まで）の業績予想を、を下記の通り修正いたしました。 

また、通期（平成22年４月１日から平成23年３月31日）の業績予想につきましては、現時点では当社を取り巻

く先行きの環境について不確定要素が多く、予想することが困難なため、通期業績予想を下記の通り修正いたし

ました。なお、通期業績予想につきましては平成23年３月期第２四半期決算発表時（11月上旬）に公表する予定

です。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理 

棚卸資産の評価方法 

 当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高

を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

税金費用の計算 

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算してお

ります。  

 なお、法人税等調整額は、法人税等合計に含めて表示しております。  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１．四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

①「資産除去債務に関する会計基準」の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

 なお、当該変更に伴う損益に与える影響は軽微であります。 

②「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）

を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 

 なお、当該変更に伴う損益に与える影響は軽微であります。  

  

２．表示方法の変更 

 （四半期連結損益計算書） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適

用により、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

  
売上高 

（百万円）  

営業利益 

（百万円）  

経常利益 

（百万円）  

当期純利益 

（百万円）  

 前回発表予想（Ａ）   97,000  2,500  2,800  1,700

 今回発表予想（Ｂ）  105,000  4,500  5,000  4,500

 増減額（Ｂ－Ａ）   8,000  2,000  2,200  2,800

 増減率（％）  8.2  80.0  78.6  164.7

  
売上高 

（百万円）  

営業利益 

（百万円）  

経常利益 

（百万円）  

当期純利益 

（百万円）  

 前回発表予想（Ａ）  190,000  5,000  5,500  4,000

 今回発表予想（Ｂ）  －  －  －  －

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 28,458 24,115

受取手形及び売掛金 53,859 52,620

商品及び製品 13,764 14,461

仕掛品 5,527 5,517

原材料 6,275 5,692

その他のたな卸資産 1,903 2,046

繰延税金資産 664 669

未収入金 2,359 2,856

未収消費税等 2,871 3,142

その他 4,118 2,984

貸倒引当金 △872 △1,038

流動資産合計 118,930 113,069

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 21,517 22,473

機械装置及び運搬具（純額） 15,285 16,943

工具、器具及び備品（純額） 2,145 2,097

土地 19,029 19,146

リース資産（純額） 4,105 4,629

建設仮勘定 2,180 2,400

有形固定資産合計 64,263 67,689

無形固定資産   

のれん 138 149

リース資産 232 223

その他 661 707

無形固定資産合計 1,032 1,080

投資その他の資産   

投資有価証券 14,700 15,278

退職金年金基金 5,985 5,985

繰延税金資産 285 429

その他 1,978 1,792

貸倒引当金 △184 △185

投資その他の資産合計 22,765 23,300

固定資産合計 88,061 92,071

資産合計 206,992 205,140



（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 40,713 36,703

短期借入金 16,739 15,824

1年内返済予定の長期借入金 13,237 14,287

未払金 3,789 4,444

リース債務 1,443 1,609

未払法人税等 723 628

賞与引当金 3,563 2,995

売上割戻引当金 426 309

製品保証引当金 1,321 1,272

繰延税金負債 354 307

その他 6,548 6,176

流動負債合計 88,861 84,558

固定負債   

社債 8,600 8,600

長期借入金 48,604 49,912

リース債務 2,066 2,332

繰延税金負債 856 1,476

退職給付引当金 8,832 8,748

役員退職慰労引当金 199 206

環境費用引当金 794 863

負ののれん 460 500

その他 623 708

固定負債合計 71,039 73,350

負債合計 159,901 157,908

純資産の部   

株主資本   

資本金 11,037 11,037

資本剰余金 4,453 4,453

利益剰余金 37,298 33,933

自己株式 △2,188 △2,188

株主資本合計 50,601 47,236

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 204 501

繰延ヘッジ損益 △155 △339

為替換算調整勘定 △6,841 △3,246

評価・換算差額等合計 △6,792 △3,084

少数株主持分 3,281 3,080

純資産合計 47,091 47,232

負債純資産合計 206,992 205,140



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 45,528 55,205

売上原価 37,461 43,712

売上総利益 8,067 11,493

販売費及び一般管理費 7,502 8,116

営業利益 564 3,377

営業外収益   

受取利息 15 20

受取配当金 67 72

為替差益 － 120

持分法による投資利益 578 520

その他 471 202

営業外収益合計 1,132 936

営業外費用   

支払利息 596 531

為替差損 101 －

その他 148 154

営業外費用合計 846 686

経常利益 850 3,627

特別利益   

固定資産売却益 9 26

貸倒引当金戻入額 239 78

保険差益 99 －

為替換算調整勘定取崩益 － 910

その他 － 142

特別利益合計 348 1,157

特別損失   

固定資産処分損 2 5

投資有価証券評価損 88 180

訴訟関連損失 194 －

その他 50 1

特別損失合計 336 187

税金等調整前四半期純利益 863 4,598

法人税等合計 322 445

少数株主損益調整前四半期純利益 － 4,152

少数株主利益 48 165

四半期純利益 491 3,986



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 863 4,598

減価償却費 2,535 2,265

賞与引当金の増減額（△は減少） 704 587

貸倒引当金の増減額（△は減少） △292 △100

受取利息及び受取配当金 △82 △92

支払利息 596 531

持分法による投資損益（△は益） △578 △520

売上債権の増減額（△は増加） △5,325 △4,145

たな卸資産の増減額（△は増加） 3,978 △1,382

未収入金の増減額（△は増加） △79 △91

仕入債務の増減額（△は減少） 1,393 4,571

未払早期割増退職金の増減額(△は減少） △5,899 △36

為替換算調整勘定取崩益 － △910

その他 △36 1,502

小計 △2,223 6,776

利息及び配当金の受取額 255 229

利息の支払額 △716 △592

保険金の受取額 － 552

法人税等の還付額 664 －

法人税等の支払額 △241 △297

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,261 6,668

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の純増減額 △0 20

有形固定資産の取得による支出 △3,013 △955

有形固定資産の売却による収入 537 103

無形固定資産の取得による支出 △30 △13

退職金年金基金からの払戻額 1,736 79

その他 △13 △8

投資活動によるキャッシュ・フロー △784 △772

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額 △3,827 2,071

長期借入れによる収入 8,910 200

長期借入金の返済による支出 △1,122 △1,984

リース債務の返済による支出 △600 △433

配当金の支払額 － △679

その他 △1 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,359 △828

現金及び現金同等物に係る換算差額 259 △735

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 572 4,331

現金及び現金同等物の期首残高 22,148 24,100

現金及び現金同等物の四半期末残高 22,720 28,432



 該当事項はありません。  

  

【事業の種類別セグメント情報】 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月1日 至 平成21年６月30日） 

（注）１．事業区分は内部管理上採用している区分によっております。 

２．各事業区分の主要製品は次のとおりであります。 

(1）自動車機器事業……カーエアコンシステム、カーエアコン用コンプレッサー及び各種自動車部品 

(2）流通システム事業…自動販売機各種、冷凍・冷蔵ショーケース各種、大型オープンショーケース各種 

(3）その他の事業………エコキュート、セントラル暖房・換気システム、車両販売 

３．金額は消費税等抜きであります。 

  

【所在地別セグメント情報】 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月1日 至 平成21年６月30日） 

（注） １．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

 ２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

  アジア：シンガポール、台湾、中国、タイ、オーストラリア、マレーシア、インドネシア、フィリピン等 

  欧 州：フランス、イギリス、ポーランド、イタリア、ドイツ、スペイン等 

  北 米：アメリカ、メキシコ等 

 ３．金額は消費税等抜きであります。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
自動車機器
事業 
（百万円） 

流通システ
ム事業 
（百万円） 

その他の事
業 
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全
社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高                                    

(1）外部顧客に対する売上高  29,140  14,860  1,527  45,528  －  45,528

(2）
セグメント間の内部売上
高又は振替高 

 －  －  －  －  －  －

  計  29,140  14,860  1,527  45,528  －  45,528

  
営業利益又は営業損失

(△) 
 929  405  △235  1,099 (534)  564

  
日本 

（百万円）
アジア

（百万円）
欧州

（百万円）
北米

（百万円）
計

（百万円） 

消去又は
全社 
（百万円） 

連結
（百万円）

売上高                                          

(1）外部顧客に対する売上高  17,482  8,114  14,962  4,968  45,528  －  45,528

(2）
セグメント間の内部売上高

または振替高 
 8,054  550  505  283  9,393 (9,393)  －

  計  25,536  8,665  15,467  5,251  54,921 (9,393)  45,528

  
営業利益又は営業損失

（△） 
 △282  435  617  △146  624 (59)  564



【セグメント情報】  

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行っているものであります。 

 当社は、取り扱う製品・システム・サービスにより国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開し

ております。したがって、当社は、製品・システム・サービス別のセグメントから構成されており、「自動車機

器事業」、「流通システム事業」を報告セグメントとしております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報  

 当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

（単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、車両販売事業、住環境システム事

業、電子事業等を含んでおります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

  

（追加情報）  

 当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

  

 セグメント区分  主な製品・システム・サービス 

 自動車機器事業  カーエアコンシステム、カーエアコン用コンプレッサー及び各種自動車部品 

 流通システム事業  自動販売機各種、冷凍・冷蔵ショーケース各種、大型オープンショーケース各種 

  

報告セグメント
その他
（注１）

合計 調整額 
四半期連結
損益計算書 
計上額(注２)

自動車 
機器事業 

流通シス
テム事業 

計

売上高            

外部顧客への売上高  37,416 15,896  53,313  1,892  55,205  －  55,205

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  －  －  －  －  －

計  37,416  15,896    53,313  1,892  55,205  －  55,205

セグメント利益 

又は損失（△） 
 2,953  683  3,637  △260  3,377  －  3,377

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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